
●
近
代
熊
本
の
学
僧

佐
田
介
石
を
た
ず
ね
て
（
続
）

梅
林　

誠
爾
（
哲
学
）

　

幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
文
明
開
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、
近
代
文
明

を
退
け
た
佐
田
介
石
（
１
８
１
８
―
１
８
８
２
）
と
い
う
熊
本
出
身

の
学
僧
に
興
味
を
引
か
れ
、
暇
を
み
て
は
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
二

年
経
つ
。
本
誌
昨
年
号
に
そ
れ
ま
で
調
べ
た
こ
と
を
書
い
た
が
、
今

回
は
、
そ
の
続
き
を
記
し
て
み
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
昔
の
人
の
足
跡
を
再
現
す
る
の
は
難
し
い
。
介

石
師
は
わ
ず
か
百
五
十
年
ほ
ど
前
に
活
躍
し
た
人
で
あ
る
。
記
録
や

資
料
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
記
録
が
残
さ
れ
て
い
て
も
、

そ
れ
を
読
み
解
く
た
め
の
時
間
、
労
力
、
何
よ
り
も
読
み
解
く
私
の

注
意
力
が
不
足
す
る
と
、
人
物
像
を
結
ぶ
こ
と
が
か
え
っ
て
難
し
く

な
る
よ
う
だ
。

　
　
　
『
等
象
歳
介
石
上
人
略
伝
』

　

介
石
師
の
伝
記
は
、
師
入
寂
（
明
治
十
五
年
十
二
月
九
日
）
の
翌

年
、
門
人
仁
藤
巨
寛
が
、『
明
教
新
誌
』
に
三
回
に
分
け
て
書
き
、

そ
れ
を
補
充
訂
正
し
て
『
等
象
斎
介
石
上
人
略
伝
』（
耕
文
社
、
明

治
十
六
年
四
月
、
１
８
８
３
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
浅
野
研

眞
著
『
明
治
初
年
の
愛
国
僧　

佐
田
介
石
』（
東
方
書
院
、
昭
和
九

年
、
１
９
３
４
）、
本
庄
栄
治
郎
編
著
『
佐
田
介
石　

社
会
経
済
論
』

（
日
本
評
論
社
、
昭
和
一
六
年
、
１
９
４
１
）、
荒
木
精
之
著
『
熊
本

県
人
物
誌
』（
日
本
談
義
社
、
昭
和
三
四
年
、
１
９
５
９
）
な
ど
ど

れ
も
、
耕
文
社
『
略
伝
』
に
拠
っ
て
い
る
。『
略
伝
』
冒
頭
の
数
行

を
引
い
て
み
よ
う
。

等
象
斎
は
熊
本
県
の
人
な
り
。
文
政
五
壬
午
歳　

又
文
政
元
年
戊
寅

に
生
る
と
も
云
ふ　

肥
後
国
八
代
郡
鹿
島
邑　

種
山
邨
と
も
云
ふ　

に
生

る
。
姓
は
廣
瀬　

即
真
宗
派
浄
立
寺
也　

父
は
慈
博
、
母
は
佐
伯
氏

な
り
。
師
、
諱
は
介
石
断
識
と
号
す
。
壮
歳
の
後
、
同
国
飽
田

郡
小
嶋
町
佐
田
氏　

即
真
宗
派
正
泉
寺
也　

に
養
は
る
ゝ
に
よ
り
て

其
姓
を
冒
す
。

　
『
略
伝
』
が
す
で
に
、
生
誕
の
年
に
つ
い
て
は
文
政
五
年
（
１
８

２
２
）
と
文
政
元
年
（
１
８
１
８
）
の
間
で
揺
れ
て
お
り
、
生
誕
の

地
に
つ
い
て
も
八
代
郡
鹿
島
村
と
種
山
村
の
間
で
揺
れ
て
い
る
。
生

誕
年
に
つ
い
て
、
浅
野
研
眞
は
、
介
石
自
身
が
明
治
七
年
（
１
８
７

４
）
の
建
白
書
の
末
尾
に
、「
甲
戌
九
月　

白
川
縣
肥
後
国
飽
田
郡
小

島
町　

正
泉
寺　

佐
田
介
石　

齢
五
十
七
歳
」
と
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
文
政
元
年
（
１
８
１
８
）
説
が
正
し
い
と
算
定
し
て
い
る
。
多

く
の
介
石
研
究
者
同
様
、
私
も
こ
の
算
定
に
従
う
。�
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氷　

川

　

介
石
師
が
浄
立
寺
に
生
れ
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
す
べ
て
の
人
が

一
致
し
て
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
地
に
つ
い
て
は
、「
彼
の
生
ま

れ
た
の
は
、
肥
後
国
八
代
郡
種
山
村
の
真
宗
本
願
寺
派
の
一
寺
院
浄

立
寺
で
あ
っ
た
」（
浅
野
、
同
前
）
と
い
う
人
も
い
れ
ば
、「
肥
後
国

八
代
郡
鹿
島
村
の
浄
立
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
住
職
・
広
志
慈

博
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
」（
谷
川
穣
「《
奇
人
》
佐
田
介
石
の
近
代
」

『
人
文
学
報
』　

号
、
２
０
０
２
／　

）
と
い
う
人
も
い
る
。

８７

１２

　

八
代
海
に
注
ぐ
川
の
中
で
は
、
球
磨
川
が
大
き
い
。
他
に
も
中
小

の
河
川
が
注
い
で
い
る
。
そ
の
中
に
氷
川
が
あ
る
。
一
年
ほ
ど
前
、

八
代
郡
鹿
島
村
（
現
在
は
、
八
代
郡
氷
川
町
鹿
島
）
の
浄
立
寺
を
訪

ね
て
み
た
。
浄
立
寺
は
、
平
野
部
を
流
れ
る
氷
川
の
堤
の
近
く
に

建
っ
て
い
た
。
浄
立
寺
を
守
っ
て
来
ら
れ
た
廣
志
家
の
方
は
、
介
石

師
の
実
家
の
系
図
を
示
し
て
、
色
々
と
教
え
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
後
、

自
動
車
を
走
ら
せ
て
川
を
遡
り
、
肥
後
の
石
工
の
故
郷
、
八
代
郡
種

山
村
（
現
、
八
代
市
）
に
光
林
寺
を
訪
ね
た
。
氷
川
は
、
光
林
寺
の

前
を
過
ぎ
て
山
間
へ
と
上
っ
て
い
た
。
浄
立
寺
が
か
っ
て
光
林
寺
の

寺
内
に
あ
っ
た
こ
と
、
若
い
介
石
が
修
行
し
た
祠
が
近
く
に
あ
る
こ

と
、
光
林
寺
も
浄
立
寺
も
、
西
南
戦
争
で
川
向
こ
う
に
宿
営
し
た
官

軍
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
た
こ
と
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

西
南
戦
争
に
際
し
浄
立
寺
が
消
失
し
、
移
転
・
再
建
さ
れ
た
こ
と

は
『
八
代
郡
史
』（
熊
本
県
教
育
会
八
代
郡
支
会
、
昭
和
二
年
、
１
９

２
７
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。『
竜
北
町
史
』（
竜
北
村
史
編
纂
委
員

会
編
、
昭
和
四
八
年
、
１
９
７
３
。
平
成
の
合
併
以
前
、
鹿
島
は
竜

北
町
に
あ
っ
た
）
に
は
、
明
治
十
二
年
六
月
十
日
付
け
の
、
鹿
島
村

へ
の
浄
立
寺
の
寺
基
移
転
の
願
書
の
一
部
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
引
い
て
み
る
と
、

鹿
島
村
の
儀
は
寺
院
遠
隔
の
地
に
て
葬
祭
説
教
等
不
便
利
の

訳
を
以
て
該
村
信
徒
よ
り
招
請
仕
候
間
該
字
一
同
協
議
の
上

鹿
島
村
新
七
十
一
番
地
に
寺
基
移
転
仕
り
度
…
…

明
治
十
二
年
六
月
十
日　
　

鹿
島
村
戸
長　

民
門　

清
三

　

広
志
呑
海　
　

同
大
音　
　

同
真
月

　

浄
立
寺
と
光
林
寺
の
方
々
か
ら
お
教
え
い
た
だ
い
た
こ
と
や
、

『
八
代
郡
史
』『
竜
北
町
史
』
の
記
載
内
容
か
ら
、
介
石
生
誕
の
地
は
、

次
の
よ
う
に
推
測
で
き
る
と
思
う
。
介
石
師
は
文
政
元
年
（
１
８
１

８
）
肥
後
国
八
代
郡
種
山
村
の
浄
立
寺
に
生
ま
れ
た
が
、
浄
立
寺
は
、

明
治
十
年
（
１
８
７
７
）
の
西
南
戦
争
の
兵
火
に
よ
り
光
林
寺
と
と

も
に
消
失
し
、
明
治
十
二
年
の
夏
、
鹿
島
村
（
現
在
の
八
代
郡
氷
川

町
鹿
島
）
に
移
転
・
再
建
さ
れ
た
。
介
石
師
は
明
治
十
五
年
に
亡
く

な
っ
た
が
、
鹿
島
の
浄
立
寺
は
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
鹿
島
説
も
種
山
村
説
も
間
違
い
と
は
言
え
な
い
。

細
か
く
見
れ
ば
、
種
山
村
と
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

大
き
く
見
れ
ば
、
氷
川
地
域
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鹿
島

の
浄
立
寺
と
旧
種
山
村
の
光
林
寺
と
は
、
少
し
離
れ
て
い
る
（
車
で

約　

分
）
が
、
鉄
道
も
自
動
車
道
も
な
か
っ
た
昔
は
、
氷
川
が
そ
の

２０
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流
域
を
一
つ
の
生
活
圏
に
強
く
結
び
つ
け
て
い
た
は
ず
だ
。

　
『
略
伝
』
は
師
の
父
を
「
廣
瀬
慈
博
」
と
し
て
い
る
が
、『
略
伝
』

は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
正
確
で
は
な
い
よ
う
だ
。
浄
立
寺
廣
志
家
に

は
、
師
の
父
母
が
廣
志
慈
博
、（
佐
伯
氏
）
マ
チ
で
あ
る
こ
と
が
伝

わ
っ
て
い
る
。
先
の
寺
基
移
転
の
願
書
に
も
、「
広
志
呑
海
、
同
大
音
、

同
真
月
」
と
あ
る
。
谷
川
穣
も
、
先
に
引
い
た
よ
う
に
「
広
志
慈
博

の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　

平
天
平
地
地
不
動
ノ
説

　

西
洋
天
文
学
は
、
ま
ず
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
の
宣
教
師
に

よ
っ
て
、
ま
た
江
戸
時
代
半
ば
に
は
中
国
で
訳
述
さ
れ
た
漢
文
西
洋

天
文
書
を
通
し
て
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代

後
期
、　

世
紀
末
か
ら　

世
紀
の
初
め
、
日
本
の
学
者
や
通
詞
は
、

１８

１９

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ケ
プ
ラ
ー
の
近
代
天
文
学
を
オ
ラ
ン
ダ
語
版
科
学
書

か
ら
直
接
学
び
取
り
、
日
本
語
に
訳
述
し
広
め
る
よ
う
に
な
る
。
志

筑
忠
雄
『
暦
象
新
書
』（
１
７
９
８
―
１
８
０
２
）、
高
橋
至
時
『
西

洋
人
ラ
ラ
ン
デ
暦
書
管
見
』（
１
８
０
３
）
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

ま
さ
に
そ
う
し
た
時
、
西
洋
の
地
動
説
や
地
球
説
に
反
対
し
て
、

地
は
平
で
不
動
で
あ
り
、
動
い
て
い
る
の
は
日
月
衆
星
だ
と
い
う
東

洋
の
伝
統
的
天
文
説
か
ら
の
声
が
強
ま
る
。
と
り
わ
け
世
界
の
中
心

に
は
須
弥
山
と
呼
ば
れ
る
霊
妙
な
高
山
が
あ
る
と
説
い
て
き
た
仏
教

に
と
っ
て
は
、
西
洋
近
代
天
文
学
の
普
及
は
大
き
な
危
機
で
あ
っ
た

ろ
う
。
そ
こ
に
仏
教
の
大
難
を
看
て
取
っ
た
普
門
律
師
円
通
は
、
須

弥
山
説
に
基
づ
く
仏
教
天
文
学
を
『
佛
国
暦
象
編
』（
文
化
七
年
、

１
８
１
０
）
に
ま
と
め
、
か
ら
く
り
仕
掛
け
の
天
文
儀
（
須
弥
山
儀
、

１
８
１
８
）
を
製
作
し
た
と
言
わ
れ
る
。

　
『
略
伝
』
に
よ
れ
ば
、
介
石
は
、
三
十
歳
の
頃
、
円
通
の
高
弟
寰

中
禅
師
を
京
都
嵯
峨
の
天
竜
寺
に
訪
ね
、
仏
教
天
文
学
の
教
え
を
受

け
、
ま
た
中
国
上
古
の
天
文
説
を
自
ら
研
究
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

に
し
て
「
視
実
等
象
の
理
を
発
明
」
し
て
、
自
ら
の
天
文
説
を
『
鎚

地
球
説
略
』（
文
久
二
年
、
１
８
６
２
）
に
著
し
、
ま
た
維
新
後
も

『
視
実
等
象
儀
詳
説
』（
明
治
十
三
年
、
１
８
８
０
）
な
ど
の
著
述
を

通
し
て
、「
平
天
平
地
地
不
動
ノ
説
」
を
説
き
、
西
洋
の
地
動
説
の

み
な
ら
ず
地
球
説
を
も
退
け
る
論
陣
を
張
っ
た
。

　

日
本
に
お
け
る
近
代
天
文
思
想
の
形
成
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
は
、

西
洋
近
代
天
文
学
を
主
体
的
に
学
び
取
ろ
う
と
し
た
志
筑
忠
雄
、
高

橋
至
時
、
伊
能
忠
敬
な
ど
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
ま
ず
踏
ま
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
、
円
通
や
介
石
に
よ
る
西
洋
近
代
天
文
学

批
判
の
運
動
も
、
近
代
天
文
思
想
形
成
史
の
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
一

面
で
あ
る
。

　
　
　

視
実
等
象
儀
と
須
弥
山
儀

　

介
石
師
も
、
そ
の
「
平
天
平
地
地
不
動
」
の
説
を
「
天
下
の
人
に

授
け
ん
と
欲
し
て
仏
教
天
文
器
視
実
等
象
儀
を
製
造
」（『
略
伝
』
三
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丁
表
）
し
て
い
る
。
最
初
の
製
造
は
、
師
四
十
歳
の
頃
で
あ
る
。
た

だ
し
、「
此
器
文
久
二
壬
戌
（
１
８
６
２
）
年
西
京
の
騒
乱
の
時
灰
燼

と
な
れ
り
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
天
文
儀
は
恐
ら
く
残
っ
て
い
な
い
。

明
治
九
（
１
８
７
６
）
年
、
二
度
目
の
製
造
に
取
り
か
か
る
。『
略
伝
』

は
、「
筑
後
の
田
中
久
重
を
し
て
そ
の
機
関
を
製
造
せ
し
め
、
肥
後
の

松
本
喜
三
郎
を
し
て
鐡
圍
山
等
を
彫
刻
せ
し
む
。
師
こ
の
時
浅
草
臨

済
宗
桃
林
寺
に
寓
せ
ら
る
。
此
器
明
治
十
丁
丑
歳
に
成
る
。
同
夏
こ

れ
を
内
国
勧
業
博
覧
会
場
に
出
品
す
」（
七
丁
表
）
と
記
し
て
い
る
。

松
本
喜
三
郎
は
、
生
き
人
形
で
有
名
な
松
本
喜
三
郎
で
あ
る
。

　

熊
本
市
小
島
の
正
泉
寺
に
は
、
師
ゆ
か
り
の
佐
田
家
の
方
が
、
今

も
寺
を
守
っ
て
お
ら
れ

る
。
正
泉
寺
に
も
視
実

等
象
儀
が
あ
っ
た
が
、

市
立
熊
本
博
物
館
に
寄

贈
さ
れ
た
と
の
お
話
で

あ
っ
た
。
こ
の
秋
、
熊

本
博
物
館
を
訪
ね
、
歴

史
を
ご
担
当
の
学
芸
員

に
お
願
い
し
て
、
視
実

等
象
儀
の
撮
影
を
許
し

て
い
た
だ
い
た
。
視
実

等
象
儀
は
分
解
さ
れ
て
、

一
辺
約
六
十
セ
ン
チ
の

古
い
木
箱
の
中
に
納
ま
っ
て
い
た
。【
写
真
一
】
は
そ
の
土
台
部
分

を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
組
み
立
て
れ
ば
、【
図
一
】
の
よ
う

に
な
る
。
他
に
も
、
浅
草
寺
所
蔵
の
視
実
等
象
儀
が
、
上
野
の
国
立

科
学
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

　

奇
し
き
縁
と
言
う
べ
き
か
、
一
歩
遅
か
っ
た
と
言
う
べ
き
か
、
介

石
の
師
の
師
、
釈
円
通
の
須
弥
山
儀
（
正
確
に
は
、
円
通
の
考
え
を

も
と
に
、
そ
の
弟
子
寰
中
が
田
中
久
重
に
依
頼
し
て
一
八
五
〇
年
に

完
成
さ
せ
た
も
の
―
竜
谷
大
学
図
書
館
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
）
も
、
実
は
熊

本
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
上
通
り
の
「
時
計
の
大
橋
」
に
円
通
の
須

弥
山
儀
が
あ
る
と
い
う
情
報
を
得
て
、
店
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
。
お
忙

し
い
中
、
社
長
自
ら
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
。
初
代
社
長
夫
人
が
、

円
通
の
須
弥
山
儀
を
入
手
し
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
東
京
墨
田

【写真一】佐田介石視実等象儀（熊本市立熊本博物館所蔵）

【図一】視実等象儀正面図
（佐田介石『視実等象儀詳説』下巻十六丁表）
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区
の
セ
イ
コ
ー
時
計

資
料
館
に
寄
託
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
大
橋
社
長

は
、
そ
の
須
弥
山
儀

の
写
真
を
大
学
の
授

業
や
研
究
に
使
う
の

で
あ
れ
ば
と
、
快
く

譲
っ
て
下
さ
っ
た
。

【
写
真
二
】
が
そ
れ
で

あ
る
。

　

正
泉
寺
や
時
計
の
大
橋
の
ご
判
断
の
よ
う
に
、
介
石
の
視
実
等
象

儀
も
円
通
の
須
弥
山
儀
も
、
博
物
館
な
ど
に
託
さ
れ
て
こ
そ
、
人
の

目
に
も
触
れ
、
保
存
も
可
能
と
な
る
。
た
だ
、
わ
が
ま
ま
な
話
で
あ

る
が
、
熊
本
辺
り
で
両
儀
を
並
べ
て
比
較
・
展
示
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。

　

写
真
や
図
か
ら
も
、
介
石
の
視
実
等
象
儀
は
、
円
通
の
須
弥
山
儀

と
違
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
一
に
、
円
通
の
須
弥
山
儀
の
中

央
に
は
、
逆
三
角
形
の
須
弥
山
が
そ
び
え
て
い
る
が
、
介
石
の
視
実

等
象
儀
に
は
須
弥
山
が
見
え
な
い
。
中
央
に
あ
る
の
は
、「
須
弥
実

象
天
」
を
支
え
る
軸
棒
で
あ
っ
て
、
須
弥
山
で
は
な
い
。
第
二
に
、

日
月
衆
星
の
軌
道
は
、
円
通
の
須
弥
山
儀
で
は
、
少
し
幅
の
あ
る
円

環
で
作
ら
れ
、
須
弥
山
の
中
腹
の
高
さ
の
所
に
あ
る
。
他
方
視
実
等

象
儀
で
は
、
日
月
衆
星
の
軌
道
は
儀
の
最
も
高
い
所
に
位
置
し
、「
須

弥
実
象
天
」
に
属
し
て
い
る
。
第
三
に
、
介
石
の
視
実
等
象
儀
に
は
、

須
弥
実
象
天
の
他
に
、
北
極
実
象
天
と
そ
れ
を
支
え
る
軸
が
あ
る
が
、

円
通
の
こ
の
須
弥
山
儀
に
は
北
極
が
象
ら
れ
て
い
な
い
。（
先
日
、

墨
田
区
向
島
の
セ
イ
コ
ー
時
計
資
料
館
を
訪
ね
、
円
通
須
弥
山
儀
の

実
物
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
北
極
が
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

た
だ
し
、
北
斗
七
星
が
小
さ
く
象
ら
れ
て
い
た
。）

　

円
通
須
弥
山
儀
は
、
印
度
仏
典
『
長
阿
含
経
』『
阿
毘
達
磨
倶
舎

論
』『
立
正
阿
毘
曇
論
』
の
須
弥
山
世
界
の
記
述
に
忠
実
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
介
石
の
視
実
等
象
儀
は
仏
典
か
ら
離
れ
て
い
る
。
介

石
は
、
も
ち
ろ
ん
須
弥
山
の
存
在
を
疑
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、

西
洋
近
代
天
文
学
と
競
っ
て
、
天
文
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、

凡
人
の
眼
に
は
見
え
な
い
（
と
言
わ
れ
る
）
須
弥
山
を
基
準
に
す
る

よ
り
も
、
北
極
星
な
い
し
天
の
北
極
と
北
極
下
の
地
を
結
ぶ
軸
（【
図

一
】
で
は
、
二
つ
の
実
象
天
の
中
心
を
通
っ
て
地
に
至
る
斜
め
の
線
。

地
動
説
の
地
球
自
転
軸
に
対
応
）
を
基
本
的
枠
組
と
し
て
採
用
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
介
石
天
文
地
理
説
の
問
題
と

工
夫
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（『
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
』
第

　

号
掲
載
の
拙
論
「
佐
田
介
石
仏
教
天
文
地
理
説
の
葛
藤
」
参
照
）。

６６
　
　
　

浅
草
寺

　

晩
年
の
介
石
は
、
浅
草
と
の
繋
が
り
が
深
い
。
視
実
等
象
儀
製
造

【写真二】釈円通須弥山儀
（時計の大橋所有・セイコー時計資料館へ寄託）
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の
頃
、「
師
…
…
浅
草
臨
済
宗
桃
林
寺
に
寓
せ
ら
る
」
と
『
略
伝
』
は

言
う
。
ま
た
、『
明
教
新
誌
』明
治
十
三
年
二
月
十
四
日
号
に
は
、「
視

実
等
象
儀
の
発
明
を
以
て
江
湖
に
姓
名
を
知
ら
れ
た
る
肥
後
の
佐
田

介
石
翁
は
今
度
浅
草
伝
法
院
唯
我
韶
舜
教
正
の
附
弟
と
な
り
、
同
所

新
堀
の
天
台
宗
東
光
院
住
職
に
な
ら
れ
た
り
」
と
い
う
記
事
が
見
え

る
。
介
石
師
は
、
晩
年
浅
草
に
居
を
定
め
て
全
国
を
遊
説
し
、
天
文

地
理
か
ら
基
督
教
批
判
、
経
済
問
題
ま
で
を
説
い
て
回
る
。
遊
説
先

で
は
、「
悉
皆
師
の
説
に
帰
嚮
し
て
国
産
を
興
し
洋
品
を
廃
す
る
社

を
開
く
」（『
略
伝
』
十
一
丁
表
）。
長
野
に
は
憂
国
社
、
大
坂
に
は
保

国
社
、
東
京
に
は
観
光
社
、
京
都
に
は
六
益
社
等
々
と
、
開
か
れ
て

い
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
介
石
師
は
、
越
後
高
田
で
の
遊
説
の
途

中
、
明
治
十
五
年
十
二
月
九
日
、
病
に
倒
れ
る
（
享
年
六
十
五
歳
）。

上
越
市
直
江
津
に
あ
る
五
智
の
国
分
寺
で
内
葬
の
荼
毘
式
が
、
翌
年

四
月
九
日
浅
草
寺
に
お
い
て
本
葬
が
行
わ
れ
て
い
る
。
遺
骨
は
浅
草

寺
歴
代
墓
地
に
葬
ら
れ
、
直
江
津
の
五
智
の
国
分
寺
、
京
都
の
知
恩

院
、
大
坂
の
四
天
王
寺
そ
し
て
熊
本
の
正
泉
寺
に
分
骨
さ
れ
た
。
正

泉
寺
の
方
は
、
最
近
、
五
智
の
国
分
寺
、
京
都
の
知
恩
院
の
師
の
墓

塔
を
お
参
り
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

五
月
に
仙
台
で
開
か
れ
た
学
会
の
帰
り
に
東
京
で
一
泊
し
、
浅
草

寺
伝
法
院
を
訪
ね
た
。
浅
草
は
関
東
大
震
災
と
東
京
大
空
襲
の
二
度

の
大
難
に
遭
っ
て
い
る
。
師
の
墓
塔
や
浅
草
寺
内
に
建
て
ら
れ
た
と

い
う
「
佐
田
介
石
上
人
碑
」
は
、
無
事
だ
ろ
う
か
。

　

伝
法
院
で
は
、
浅
草
寺
執
事
局
録
事
妙
徳
院
住
職
・
峯
岸
勝
師
、

浅
草
寺
庶
務
部
・
島
田
稔
氏
か
ら
、
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

ご
住
職
の
お
話
で
は
、
介
石
師
の
墓
石
と
浅
草
寺
世
代
墓
地
は
、
戦

前
ま
で
花
屋
敷
の
北
側
に
あ
っ
た
が
、
空
襲
で
境
内
一
面
が
破
壊
さ

れ
、
師
の
墓
塔
も
他
の
墓
石
と
と
も
に
砕
け
散
っ
て
し
ま
っ
た
。
戦

後
、
砕
け
た
墓
石
は
誰
の
も
の
と
も
分
ら
な
い
ま
ま
、
ま
と
め
て
上

野
寛
永
寺
に
移
し
た
。
他
方
、
佐
田
介
石
上
人
碑
は
浅
草
寺
内
に

残
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
部
が
壊
れ
、
ま
た
戦
災
や
建
物
の
移
築

な
ど
の
た
め
元
の
場
所
か
ら
移
動
し
て
い
る
。
浅
草
寺
教
化
部
に
お

い
て
、
大
正
大
学
、
神
奈
川
大
学
の
大
学
院
生
、
台
東
区
等
の
協
力

を
得
て
、「
浅
草
寺
金

石
文
悉
皆
調
査
」
を
行

い
、『
浅
草
寺
の
金
石
』

を
平
成
十
五
年
に
発
刊

し
、
佐
田
介
石
上
人
碑

に
つ
い
て
も
収
録
し
て

い
る
。
ご
住
職
は
、
そ

の
よ
う
に
説
明
し
て
、

『
浅
草
寺
の
金
石
』
の

「
佐
田
介
石
上
人
碑
」の

頁
の
コ
ピ
ー
を
下
さ
っ

た
。

　

そ
の
後
、
許
可
を
い

た
だ
き
伝
法
院
の
庭
園

【写真三】佐田介石上人碑（浅草寺伝法院にて撮影）
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に
入
り
、
佐
田
介
石
上
人
碑
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
準
備
し

て
い
た
つ
も
り
の
デ
ジ
カ
メ
が
一
枚
撮
っ
た
と
こ
ろ
で
容
量
オ
ー

バ
ー
に
な
っ
た
が
、
島
田
稔
氏
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
。【
写
真
三
】

は
、
そ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。「
観
光
社
」
の
文
字
が
見
え
る
。

　
『
浅
草
寺
の
金
石
』
に
よ
れ
ば
、
佐
田
介
石
上
人
碑
の
題
額
は
増
上

寺
住
職
福
田
行
誡
の
書
で
、
裏
面
銘
文
も
完
全
で
は
な
い
が
高
橋
泥

舟
の
筆
で
あ
る
。
石
碑
奉
納
者
・
造
立
者
と
し
て
、
久
邇
宮
、
三
条

公
、
福
田
行
誡
﹇
増
上
寺
住
職
﹈、
大
椙
覚
寶
﹇
天
台
座
主
﹈、
平
山

省
斎
﹇
元
幕
府
外
国
奉
行
、
維
新
後
神
道
宗
教
家
﹈、
唯
我
韶
舜
﹇
浅

草
寺
住
職
﹈、
岩
下
方
平
﹇
元
薩
摩
藩
家
老
﹈、
長
岡
護
美
﹇
肥
後
藩

主
細
川
斉
護
の
第
五
子
﹈、
釈
雲
照﹇
高
野
山
真
言
宗
﹈、
松
浦
詮
﹇
元

平
戸
藩
主
﹈、
本
多
正
納
﹇
元
駿
河
田
中
藩
主
﹈、
浅
田
宗
伯
﹇
宮
内

省
侍
医
﹈、
中
村
正
直
﹇
明
六
社
創
立
者
の
一
人
﹈
な
ど
、
維
新
期

の
著
名
な
政
治
家
、
宗
教
思
想
家
、
啓
蒙
思
想
家
が
名
を
連
ね
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
日
本
橋
の
魚
河
岸
中
や
柳
橋
の
芸
妓
中

か
ら
、
浅
草
や
深
川
、
神
田
や
本
郷
、
千
住
や
根
岸
の
旦
那
衆
に
ご

内
儀
、
金
八
や
金
七
、
な
か
や
い
と
、
さ
ら
に
は
横
網
町
邸
の
奥
女

中
衆
、
横
浜
、
埼
玉
、
大
垣
、
岐
阜
、
栃
木
の
人
々
ま
で
、
三
百
名

ほ
ど
の
名
前
が
、
に
ぎ
や
か
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
門
人
も
、
熊
本
・

萃
生
萃
眼
、
信
州
・
仁
藤
巨
寛
、
大
坂
・
森
祐
順
な
ど
七
名
が
あ
る
。

介
石
師
の
思
想
運
動
の
広
が
り
が
想
わ
れ
る
。

　
【
写
真
四
】
は
、
熊
本
市
小
島
の
正
泉
寺
境
内
に
あ
る
介
石
師
墓
塔

で
あ
る
。
墓
誌
に
は
、「
明
治
十
五
年
十
二
月
九
日
寂　

等
象
斎
釈

介
石
」
と
あ
る
。

　

謝
辞
…
介
石
師
ゆ
か
り
の
正
泉
寺
様
、
浄
立
寺
様
、
光
林
寺
様
は

じ
め
、
浅
草
寺
の
執
事
局
録
事
妙
徳
院
住
職
・
峯
岸
勝
師
、

庶
務
部
・
島
田
稔
様
、
市
立
熊
本
博
物
館
歴
史
担
当
学
芸

員
石
原
健
矩
様
、
時
計
の
大
橋
社
長
大
橋
善
治
様
、
セ
イ

コ
ー
時
計
資
料
館
の
近
藤
秀
子
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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【写真四】介石師墓塔（熊本市・正泉寺）
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